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大安寺
旧南大門跡に建つ正門



収蔵庫（讃仰殿）/設計：大岡實建築研究所













十一面観音像を安置する本堂









本堂の宝珠露盤





『「資材帳」によれば、大安寺の起源は聖徳太子が今の奈良県大和郡山市に建てた熊凝精舎（くまごりしょうじゃ）であり、これが移転して、
「百済大寺」（くだらのおおてら、くだらだいじ）、「高市大寺」（たけちのおおてら、たけちだいじ）、「大官大寺」（だいかんだいじ）と改称を繰り
返し、平城京遷都とともに寺も新都へ移転して「大安寺」となったという』


